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1833（明治 13）年 0 歳 大原孝四郎の三男として岡山県倉敷市に生まれる。兄二人が早 
世したため、大原家の嗣子となる。 
1897（明治 30）年 16 歳 東京専門学校（早稲田大学の前身）に入学。 
1901（明治 34）年 20 歳 東京専門学校を退学、岡山孤児院基本金管理者となる。 
1904（明治 37）年 24 歳 家督を相続。 
1905（明治 38）年 25 歳 キリスト教の洗礼を受ける。 
1906（明治 39）年 26 歳 倉敷紡績（株）第二代社長、倉敷銀行頭取に就任。 
1909（明治 42）年 29 歳 倉敷電燈（株）設立、長男總一郎誕生。 
1914（大正 3）年 33 歳 （財）大原奨農会農業研究所設立、岡山孤児院院長に就任。 
1919（大正 8）年 39 歳 大原社会問題研究所・大原社会事業研究所を設立。 
1921（大正 10）年 41 歳 倉敷労働科学研究所を設立。 
1923（大正 12）年 43 歳 倉紡中央病院（現在の倉敷中央病院）を設立。 
1930（昭和 5）年 50 歳 中国銀行を設立し頭取に就任。大原美術館を設立。 
1939（昭和 14）年 58 歳  倉敷紡績・倉敷絹織（現クラレ）社長を辞任。 






































































































































錘、鐘淵紡績は 179,168 錘、摂津紡績は 125,832 錘の生産規模を有していたが、倉敷紡績








 続いて万寿工場（1915 年）と高松工場（1920 年）が新設され、買収・合併によって坂出
工場・松山工場（1918 年）、早島工場（1921 年）、岡山北方工場（1922 年）、枚方工場（1924
年）の 5 工場を手に入れている。この結果、倉敷紡績の生産能力は 30,000 錘（1906 年）
から 233,000 錘（1924 年）に拡大し業界第 6 位の規模を誇った（大津寄［2004］）。 
 万寿工場の新設によって飛躍的に生産能力が拡大したことに加え、第一次世界大戦後の
好況が追い風となり業績は順調に伸びた。この間、孫三郎は財務体質の強化に努めたが、
1917 年下期～1920 年上期にかけては高率の株主配当を実施している（倉敷紡績［1988］）。 
 
（3）レーヨンの開発－倉敷絹織の設立 































































































 1923 年、平等主義と治療本位を理念とする倉紡中央病院（1927 年、倉敷中央病院へ改称）
が開院する。入院費は一律 2 円 50 銭と定められ、従業員と家族は会社からの補助によって
















































































































1832（天保 3）年 0 歳 遠江国長上郡安間村（現浜松市東区安間町）で生まれる。 
1855（安政 2）年 21 歳 安間村名主となる 
1872（明治 5）年 41 歳 『予防水患策序』を出版。 
1874（明治 7）年 43 歳 天竜川通堤防会社社長に就任。 
1875（明治 8）年 44 歳 治河協力社設立、総裁に就任。 
1878（明治 11）年 47 歳 金原家の資産献納を出願、明治天皇拝謁。 
1884（明治 17）年 53 歳 東里為換店を設立（金原銀行の前身）。 
1886（明治 19）年 55 歳 瀬尻村官有林の植林に着手。 
1888（明治 21）年 57 歳 静岡県出獄人保護会社を設立（静岡県勧善会の前身）。 
1892（明治 25）年 61 歳 天竜運輸会社を設立。 
1895（明治 28）年 66 歳 金原銀行を設立、頭取に就任（昭和 16 年三菱銀行へ合併）。 
1904（明治 37）年 73 歳 金原疎水財団を設立（金原治山治水財団の前身） 
1907（明治 40）年 76 歳 天竜木材（株）を設立。 
1908（明治 41）年 77 歳 浜名郡和田村村長に就任。 































































































万 3,516 円 7 銭 7 毛である。この中から金原家家産（5,000 円）と明善夫妻の生活費及び
子息の営業資金（2,500 円）を控除した、5万 6,016 円 7 銭 7 毛が治河協力社に下げ渡され




























同社が保有していた約 17 万円の積立金のうち、補助金相当分の 10 万円は県に返納され、
















のは 1899 年であり、総工費は 66 万 1,379 円にのぼった（土屋［1958］）。 
 
（2）植林事業 














在は明善神社）を設置して管理の拠点とした。御料林献植事業に要する費用は 5 万 4,212
円 62 銭 6 厘であり、これに金原山林の事業費 3 万 5,609 円 8 銭 1 厘を加えると総事業費は






























































































































































































































任の中核課題として、①組織統治（organizational governance）、②人権 （human rights）、
Hosei University Repository
25 
③労働慣行（labor practices）、④環境（the environment）、⑤公正な事業慣行 （fair 
operating practices）、⑥消費者課題（consumer issues）、⑦コミュニティ参画及び開発 
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